
　

八
雲
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
会
は
、
地
方
教
育
行
政
の

組
織
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
八
雲
町
教
育
委
員
会

の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
、

学
校
給
食
の
実
施
計
画
、
衛
生
管

理
な
ど
を
協
議
す
る
委
員
会
で
す
。
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ず
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【
任
期
】
1
年
間

（
平
成
30
年
10
月
１
日
〜

平
成
31
年
9
月
30
日
）

【
報
酬
】
1
回　

5
，
6
0
0
円

【
開
催
回
数
】
年
2
回
程
度

※
平
日
、
日
中
に
開
催
予
定

　

町
で
は
、
情
報
公
開
審
査
会
委

員
と
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員

を
兼
務
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
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】
2
名

【
応
募
資
格
】

　

平
成
30
年
11
月
1
日
現
在
、
満

20
歳
以
上
で
八
雲
町
在
住
の
方

【
任
期
】
3
年
間

（
平
成
30
年
11
月
1
日
〜

平
成
33
年
10
月
31
日
）

【
報
酬
】
1
回
5
，
6
0
0
円

【
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催
日
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】
不
定
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【
応
募
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】

　

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
を
役
場
総
務
課
総
務
係
へ

連
絡
願
い
ま
す
。
募
集
人
数
を
上

回
っ
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
任
期
期
間
中
、
審
議

案
件
が
無
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

【
応
募
期
間
】
8
月
30
日
（
木
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
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務
課
総
務
係
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運
営
委
員
会
委
員
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公
募
し

ま
す

【
応
募
方
法
】

　

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
を
八
雲
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
へ
連
絡
願
い
ま
す
。
募
集
人

数
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。
任
期
期
間

中
、
審
議
案
件
が
無
い
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
。

　

電
話
ま
た
は
窓
口
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
後
、
給
食
セ
ン
タ
ー

　

に
設
置
す
る
応
募
用
紙
を
提
出

【
応
募
期
限
】
8
月
31
日
（
金
）

【
申
し
込
み
・
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合
わ
せ
先
】
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情
報
公
開
審
査
会
お
よ
び
個
人

情
報
保
護
審
査
会
は
、
八
雲
町
情

報
公
開
条
例
、
八
雲
町
個
人
情
報

保
護
条
例
に
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ

て
い
る
審
査
会
で
、
条
例
に
基
づ

き
公
開
請
求
ま
た
は
開
示
請
求
の

あ
っ
た
情
報
に
対
す
る
町
や
議
会

な
ど
の
決
定
に
つ
い
て
、
不
服
申

立
て
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
決
定

の
妥
当
性
を
審
議
す
る
な
ど
、
情

報
公
開
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
す
る
審

査
会
で
す
。

八雲町自治基本
条例第17条の規
定に基づき、
委員の一部
を公募
します

情
報
公
開
審
査
会
お
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報
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護
審
査
会
委

員
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募
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ま
す

　町民の皆様の声を広く聴き、町民主体の自治を実現することを目的に、

平成22年4月1日に八雲町自治基本条例が制定されました。

　このコーナーでは各種審議会などの委員公募や会議の開催案内、パブリックコメントの実施

についてお知らせします。

　詳しくは、各担当課へ問い合わせていただくか、町のホームページをご覧ください。

八雲町自治基本条例コーナー
八雲町の「まちづくり」に

参加しませんか？

　渡島・檜山の1市16町で構成する「渡島・檜山地方税滞納整

理機構」は、今年で設立から15年目を迎え、市や町が単独で行

えないような徴収困難な滞納事案を引き受け、強制的な滞納処

分により地方税の徴収を行う一部事務組合です。

　納税に全く誠意の見られない滞納者の預貯金や給与の差し押

さえ、公売等の厳格な滞納処分を中心とした滞納整理を行って

います。平成30年度も、265人（法人含む）、2億7，000万円を引

き受け、滞納整理を進めています。八雲町でも、毎年30人ほ

どの滞納者を滞納整理機構に依頼し滞納整理を進めています。

　町も滞納整理機構と一体となって、税負担の公平化と税収の

アップを目指し滞納整理を進めています。町税に未納のある場

合は、早期に完納されるか納税相談に来庁されるようお願いし

ます。

【平成29年度の実績】

・引受人数　260人（法人も含む）

・引受金額　2億7，000万円

・徴収金額　1億1，422万円（延滞金1，433万円を含む）

【問い合わせ先】財務課納税係　☎0137─62─2114

● 滞納整理機構の取り組みと実績 ●
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